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資料番号（施設-4） 

・練馬区関町北
ねりまくせきまちきた

の武蔵関公園
むさしせきこうえん

には、「富士見池
ふ じ み い け

」というボート池
いけ

があります。  

・かつては農
のう

ぎょうをする人
ひと

たちのための「ため池
いけ

」で、江戸時代
え ど じ だ い

には上石神井
かみしゃくじい

・下石神井
しもしゃくじい

・谷原
や は ら

・

田中
た な か

・関
せき

という５つの村
むら

でまもりながら、その水
みず

をつかっていました。  

・「関
せき

」という地名
ち め い

は、昔
むかし

このあたりをおさめていた豊島氏
と し ま し

というごうぞく（力
ちから

のつよいさむらいた

ちの集団
しゅうだん

）が関所
せきしょ

（とおる人
ひと

をしらべたり、とおる人
ひと

からお金
かね

をとるしせつ）のようなものをつくって

いたため、とされていますが、池
いけ

からながれだす石神井川
しゃくじいがわ

に「せき」（せきとめる場所
ば し ょ

)）があったた

め、ともいわれています。  

・東伏見稲荷神社
ひがしふしみいなりじんじゃ

のちかくにあるので、むかしは「伏見ヶ池
ふ し み が い け

」「伏見池
ふしみいけ

」とよばれていました。これが

のちに「富士見
ふ じ み

」の字にかわったようです。  

・あたりはサクラがきれいなことでもしられています。  

作成
さくせい
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・練馬区立武蔵関公園
ねりまくりつむさしせきこうえん

は、富士見池
ふ じ み い け

（ボート池
いけ

）を中心
ちゅうしん

とした自然
し ぜ ん

豊
ゆた

かな公園
こうえん

です。  

・もともとわき水
みず

のゆたかな場所
ば し ょ

で、江戸時代
え ど じ だ い

にはこれをあつめて農業
のうぎょう

に使
つか

う「ため池
いけ

」にしていました。その

ため、むかしは「関
せき

の溜井
ためい

」とよばれていました。今
いま

の池
いけ

はこれをもとにして、ボートで遊
あそ

べるようにつくりかえ

たものです。  

・大正時代
たいしょうじだい

には「若宮遊園
わかみやゆうえん

」という公園
こうえん

でしたが、1938(昭和
しょうわ

13)年
ねん

に「東京市立武蔵関公園
とうきょうしりつむさしせきこうえん

」、1975（昭和
しょうわ

50）年
ねん

に「練馬区立武蔵関公園
ねりまくりつむさしせきこうえん

」になりました。  

・今
いま

は石神井川
しゃくじいがわ

の水
みず

を一時的
いちじてき

にためて、こう水
ずい

をふせぐための「調整池
ちょうせいち

」にもなっています。  

・「ひょうたん」を東西
とうざい

においたような形
かたち

の池
いけ

で、「葦
あし

の島
しま

」と「松
まつ

の島
しま

」という２つの島
しま

があります。  

・区立公園
くりつこうえん

の中
なか

でもっとも大
おお

きく、「ねりまの名木
めいぼく

」であるトチノキ・ムクノキをはじめ、コナラ・クヌギなども

はえており、池
いけ

はわたり鳥
どり

もとんでくる野鳥
やちょう

の楽園
らくえん

となっています。  

・「関
せき

」の地名
ち め い

は、「中世
ちゅうせい

のころ付近
ふ き ん

をおさめていた豊島一族
としまいちぞく

が、街道
かいどう

に関
せき

（関所
せきしょ

）をもうけていたことからつ

いた」ともされていますが、「池
いけ

からながれだす石神井川
しゃくじいがわ

に『堰
せき

』（川
かわ

をせきとめる場所
ば し ょ

）があったことからつい

た」とする説
せつ

が有力
ゆうりょく

です。  

・東伏見稲荷神社
ひがしふしみいなりじんじゃ

の近
ちか

くにあったので、むかしは「伏見ヶ池
ふ し み が い け

」「伏見池
ふしみいけ

」とよばれ、それがのちに「富士見池
ふ じ み い け

」に

かわったようです（池
いけ

から富士山
ふ じ さ ん

はみえません）。  

【ねりまっぷ】武蔵関公園富士見池
むさしせきこうえんふじみいけ
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